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   A preparation of Pregnant Mare Serum (Serotropin) was administered in 11 cases of 
urological patients. 

   Of 3 cases of cryptorchism which was treated with 80,000-30,000 unit of Serotropin dur-
ing 3-9 months, five abdominal testicles were descended to inguinal canal and one inguinal 
testicle remained about same  position. Four cases of male infertility with oligozoospermia 
was relatively cured but a case of azoospermia was unchanged by seminal examination. 
Two cases of hypogonadotropic hypogonadism were  effective and secondary sexual character 
was developed but other cases were unchanged following treatment.

1緒 言

男子性腺であ る睾丸は,女 子 における卵巣.と

同様に上位 にあ る下垂 体前葉 よ りホル モン性 の

支配を うけ,相 互 に密 接 な関係を有す るが,性

週期を有 しない男 子においては この方面 の研究

が比較 的困難 であつて,従 つ て多 くの学者 の報

告において も意見 の区々た る事を知 る.こ の様

な下垂体前葉 と睾丸 との相互 関係 を探究す るに

は,こ れ らの臓器 のいずれかを別 出た り,そ の

ホルモンを投与 した りす る方法 が こころみ られ

ている.Greep,Evans… 等に よると,FSHを

投 与す ると精 細管上皮 を刺戟 して造 精機能が元

進 し,LHを 投 与す る と問細胞 を刺戟 してそ の

内分 泌機能をたか める と云わ れ る.こ の意味で

LHをICSH(Interstitialcellstimuleting

hormone)と も云 う.

我 汝は帝国臓器 よ り妊 馬血清性性 腺刺戟 ホル

モ ン製 剤で あるセロ トロピンの提供を うけたの

で,本 剤を停留睾丸症,男 子不妊症,類 宙 官症

等 に使 用 したのでそ の成績を述べ る.

皿 自 験 症 例

1.停 留睾丸症

症例1金 ○莞○,10才,左 腹腔内右鼠径部停留畢

丸.

昭和31年8月8日 初診,両 側陰嚢内容が空虚なた

め,某 医において約2年 前診察を うけた所,停 留睾丸

と云われ,右 鼠径部停留睾丸のみ睾丸固定術をうけた

が不成功で,尚 右鼠径輪内に止まる.左 側は全 く触知

出来ない.こ こにて31年8月 より32年2月 まで7ケ 月

聞にセロトロピソ1,000単 位33本,シ ナホリソ100家

兎単位92本 を使用した.使 用開始後約4ケ 月にて両側

下腹部時々索引痛を感ずる事があったが7ケ 月目には

左鼠径部に索引痛を感じ左睾丸は鼠径管中に下降して

触知可能となった.右 側もやや下降した感がある.さ

らにホルモン療法を継続して32年4月 には総量セPト
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ロピソ1,000単 位42本,シ ナホリン109本 になった所

左睾丸は外鼠径輪に固定して腹腔内に還納不能 となつ

た.右 側もやや下降しほぼ外鼠径輪に達する様になっ

た.こ の聞陰茎の発育等に早熟の徴は認められなかつ

たが頭部の脱毛を軽度にみ とめた,相 当長期聞にわた

つて使用したため,投 薬 を中止して 経過を観察した

所,11月 には左睾丸は入浴時には陰嚢内に触知される

様になつた.

症例2谷 ○義○,8才,両 側腹腔内停留睾丸.

昭和32年6月19日 初診,両 側陰嚢内容が空虚で鼠径

部にも畢丸を触知しない.そ こで33年3月 まで9ケ 月

間にセロトロピソ1,000単 位80本 を使用した.副 作用

は全くなく,9ケ 月後には両側 とも内鼠径輪に睾丸を

触れる様になった.患 者の希望もあつて3月22日 両側

睾丸固定術を行った.

症例3草 ○成○,3才,両 側腹腔内停留畢丸,腹

壁筋敏損.

32年12月19日 初診,陰 嚢部,鼠 径部に畢丸を触卸せ

ず,腹 壁筋敏損のため腹部は著明に膨隆してお り,泌

尿器科的に,腎 孟,尿 管,膀 胱の拡張をもみ とめる.

3ケ 月間にわたってセロトロピy30本 即ち30,000mp位

使 用した所,右 内鼠径輪に睾丸を 触れる程度に なっ

た.し かし上述の如き奇形が合併しているために5月

13日 腹壁修腹形成を行 うと共に両側の睾丸固定術を施

行した.左 睾丸 も内鼠径輪附近に存在した.

2.男 子不妊症

症例4,大 ○内○夫,31才,農 業.

初診:昭 和32年1月5日.

主訴:不 妊.

結婚後7年 にて尚不妊である.既 往に特記すべき事

な く,配 偶者は婦人科的に異常をみとめないと云 う.

外診上両側睾丸がやや正常より小さい他には異常を

み とめない.精 液検査に よれば,量3.2ccで あつて,

鏡 検によって全 く精子をみ とめず無精子症であった.

精 嚢精管レ線撮影にては異常をみとめないが,睾 丸生

検像では精細胞敏如であった.セ ロトロピyを1週2

回20本 使用せしめた後に再び精液検査を行った所,尚

精子は出現しなかった.

症例5,井 ○要○郎,34才,教 員.

初診:昭 和32年1月7目.

主訴:不 妊.

結婚後3年 であるが不妊であって,配 偶者は婦人科

的に異常はない.小 学校時代に胸膜炎に罹患した他に

は著患はない,精 液検査では精液量1。6cc,数6100×

104/cc奇 型混在率18%,運 動性40%で あつた.尿 申

17KS,11.2mg/day,精 嚢精管レ線像には異常なく,

睾丸生検では軽度の造精磯能停下をみ とめた.こ こで

セロトロピソおよびシナホリyを 隔目に20本 使用した

上で使用後4目 に目再度精液検査を行つた所,精 液量

2.5cc,数7000×104/cc,奇 型混在率20%,運 動性42

%と 改善された.し かしその後妊娠の通知を うけてい

ない.

症例6,橋 ○尚,33才,公 務員.

主訴:不 妊.

結婚後3年4ヵ 月で不妊である.妻 は婦入科で受診

したが異常はないと云 う.初 診は昭和32年1月16日.

外診上両側睾丸がやや正常よりも小さい他には特に異

常をみとめない.6日 間の禁欲後の精液検査を行つた

が,精 液量3.8cc,精 子数3000×104/cc,運 動性33%,

奇型混在率は40%で あつた.そ こで精嚢精管レ線撮影

を行つたが異常なく,睾 丸生検にては造精現象の低下

がみ とめられた.セ ロトロピンを1週2回4カ 月にわ

た り30本投与後精液検査を行つた所,精 液量4.2cc,

精 子数4000×104/cc,奇 型混在率35%,運 動性50%と

なつた.そ の後治療を中止している.

症例7,上 ○滋.36才,公 務員.

主訴:不 妊.

初診:昭 和33年2月6El.

結婚後7年 間子にめぐまれず,配 隅者は婦人科的に

異常はないと云 う.既 往に著 患を知らない.精 液量

2.Occ,精 子数4000×104/cc,奇 型混在率75%,で あ

つた.精 嚢レ線像は正常であるが,睾 丸生検にては精

子形成阻害がみとめられる.セ ロ トロピyを1週2本

5週 間続けた後に再び精液検査を行 うと精液量2.5cc,

精 子数6,000×104/cc,奇 型混在率60%と なつた.睾

丸生検像にても精子形成が活発化し,か つ聞細胞 も多

数出現しているのをみとめる(第2図,第3図.)

症例8.堤 ○代○,34才,教 員.

主訴:不 妊.

初診:昭 和31年9月12日.結 婚後7年 聞不妊である.

外診上等記すべき所見はない.精 液量2.4cc,精 子数

3500×104/ccで あつて,睾 丸生検にて精子形成機能

低下をみ とめる.セ ロトロピylOOO単 位20本 使 用後に

精液検査を行 うと,精 液量2.7cc,精 子数4800×

104/ccと やや改善せられた.

3.類 宣官症その他

症例9.山 ○睦○,16才,学 生.類 宛官症.

主訴:生 殖器発育障碍.

初診=昭 和31年7月20目.

生 来著患を知 らないがやや肥絆性で思春期に達して
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も外性器が幼児様てある.初 診時体格中等,肥 絆性で

外性器の発育は極めて不良であるが置側隆嚢内に大豆

大の畢丸を触知する.睾 メ1生検にて性腺刺戟ホルモソ

低下性類宙官症 と診断した.セ ロトロピン1週 閥1000

単位2回,6カ 月閥50本 使 用した.陰 茎は約2倍 大に

成長し,陰 嚢内の睾文は指示頭大となつた.陰 毛もわ

つかなが ら発育をみる様になつた.肥 肝症に対しては

著変をみとめなかつた.

症例10,藤 ○均,21才 学'生.下 垂体嫌色粟細胞腫.

主訴:肥 絆ならびに性器発育障碍.

昭和32年3月9日 勧診.体 格やや小,肥 脾性で,性

器は全 く小児様てある.性 欲,勃 起等を否定する.視

力障碍を うつたえないが,眼 科受診にて置側に軽度の

半盲を証明する.ト ルコ鞍 もやや開大する.尿 中17

KS量7.8mgfday.以 上によつて下垂体鰍色素細胞

腫による肥腓性性器発育不全症 と診断した.

セロトロピン1000単 位28本,シ ナホリン50家兎単位

9本 を使用し,陰 部の発毛がやや良好になつたが,8

月20日頭痛を苦にして自殺を企て,以 後来院しなくな

つた.

症例11,高 ○幹○,13才,性 器発育不全症の疑.

昭和32年4月5日 初診,肥 腓性で陰嚢内容および陰

茎は年令に比してやや小さい.眼 科的には下垂体に異

常をみ とめない.後 腹膜腔気体撮影法等にても副腎腫

瘍をも証明しない 表記疾患、と考えて セロトロピソ

20,000単 位 を3カ 月にわたつて使用した所,外 陰部は

ほぼ年令に相当する外観を呈し,乳 房に疹痛を うつた

え,さ らに声がわ りを来すにいたつた.

症例12,岩 ○稔,21才

主訴:陰 茎の発育障碍。

昭和32年2月13日 勧診.陰 茎のみが示指大,包 茎で

倭小である他変化はない.本 例にセロトロピン10,000

単位を使用したが,改 善はみ とめられなかつた.

皿 総括ならびに考按

停・留睾丸は胎生期における睾丸下降機転が何

らかの原因によつて障碍せられるためにおこる

が,生 後の自然下降の可能性についてはJohn-

son,Drake等 は思春期迄観察する必要がある

と述べているが1955年Scorerに よれば生後1

年以内に下降 しないものは,以 後の自然下降は

殆 ど期待出来ないと云う 本症の治療法 として

は手術的に睾丸固定術を施行す る場合とホルモ

ン療法 とがある.ホ ルモンには妊婦尿性性腺刺

戟 ホル モ ン,下 垂体抽 出液,妊 馬血清性性腺刺

戟 ホルモン等 が使用 され てい る.我 々は妊 馬血

清性性腺 刺戟 ホルモ ンを3例 の本症例 に使 用 し

て顕著 な 睾 丸下降作 用 を み とめた.投 与量 は

30,000～80,000単 位 であ る.Kullstadterは7

例 の停留畢丸に妊馬血清性性腺刺戟 ホルモ ンを

使 用 して3例 に下降 をみた と報告 しているが,

我 汝の症例 では少数例では あるが3例 とも有効

であった.ホ ルモ ン使用 の際 に性的早熟等 の副

作用 はみ とめ られなかつた.

造 精機能 に直接作用す るのはFSHで あ ると

云われ,一 般にICSHは 間 細胞 を刺戟 する理

で あるが,二 次的に造精機能 を も冗 進せ しめる

と考 え られ るので,精 液 に異一常所見 をみ とめる

5例 の男子不 妊症 に使用 した。 しか し第4例 の

みは睾丸生 検 にて精細胞訣如 をみ とめた ので ホ

ルモ ン 投与 によつ ても改 善 は証 明 され なかつ

た.他 の4例 は何 れ も精子減少症で あつ て睾丸

生検 では造精機能が低下 してお りgermcell

arrestの 状 態 で あつた.こ れ らの 症 例 に

10,000～30,000単 位 のセロ トロピンを使用 して

後 に精液検査 を行 つた所,各 例 とも所見の改 善

をみ とめたが,術 正常価 には充分 に達 し得 た と

は云 い難 い.さ らに使 用量 を検討 し,他 のホル

モ ンとの併用等 に よつて更に効果 を期待 出来 る

もの と老 える.

類 宙官症 の内,脳 下垂体性 の もの と考 え られ

る3例 について20,000～50,000単 位 のセ ロ ト

ロピンを使用 した.28,000単 位 にて治療 を中止

した1例 以外 では可成 りの二次性微 の改善がみ

とめ られた.倭 小陰茎 の1例 に10,000単 位 を使

用 したが効果はみ とめ られ なかつた.

rv結 語

妊馬血清性性腺刺戟 ホルモン製剤であるセロ

トロピンを使用 した.3例 の停留畢丸症にては

全例に有効で あつた.5例 の男子不妊症患者

中,精 細胞飲如症の1例 以外の4例 の精子減少

症に対 しては精液所見の改善をみとめた.脳 下

垂体性類宙官症3例 中,治 療を中絶 した1例 以

外には二次性微の発育をみとめた.倭 小陰茎の

1例 には無効であつた.
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表 男子不妊症に対するセロトロピソ使用例

症 例4
31才

症 例5
34才

症 例6
33才

症 例7
36才

症 例8
34才

投 与 前精 液
所 見 畢丸生検

量3.2cc

無 精 子 症 精浄田月包角央女口

暑1蕩 叢61霧}造 儲 下

3.8ccEO×106

40%33%

2.040×106

75%

2.4cc35×106

同 上

同 上

同 上

その他

17KS

11.2

廣ロ富ピ基騰 液㌔ 賃

20,000

(lo週)
不 変

20,∞0

(45日)

30,003

(4ケ 月)

10,0()0

(5週)

20,000

(10週)

2.5cc70×106

20%42%

4.2cc40×106

35%50%

2.5cc60×106

60%

2.7cc48×105

瞬 検

改 善

症例1

0

xli

,,,■/

症 例2

0 0

〉
症 例3

0 0

〉

金○莞○

セ.42,000

シ10.900

-

7ケ 月

谷○義○

セ.80.000
-一 →

9ケ 月

草○成Q

セ.30.000
-

3ケ月

第1図 停留睾丸症例

101

》
8才

▽
3i

〉

騰
第2図 症例7・ 治寮前の睾丸組織像

鷺審
第3図 症例7,治 療後の睾丸組織像。
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症 例9山 ○ 睦016才

50,000

V-一 痂 一→ 鶴
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症 イ列10

〉

症 イ列 〃

〉

症 例12

〉

藤 ○ ナ勺

28,000
-→

5ケ月

高○幹○

20.000
-
3ケ月

岩 ○ 稔

21才

〉

13才

〉

10.000
-→

2ケ月

第4図 類宙官症その他の症例

21才
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